
▲ゴールイベントの様子 ▲みんなでゴールを目指します

認知症啓発イベントRUN伴2024城南を開催しました！

運営・企画協力事業所等

　「RUN伴」とは、認知症の方や家族、支援者、その他多くの地域の方がタスキをつなぎ、ゴールを
目指す認知症の啓発イベントです。福岡市各区の全体の取組みとして、令和6年10月26日に実施
しました。
　城南区では、参加者が４か所の介護施設からそれぞれ出発後、徒歩や地下鉄を利用して茶山駅
に集合し、揃ってゴールの白熊園(介護施設)を目指しました。
　白熊園ではゴールイベントとして、ギター演奏や子どもたちによる和太鼓が披露され、当事者の
方たちも一緒に盛り上がり大盛況のイベントとなりました。

　RUN伴は、介護事業所やボランティア有志の皆さまで企画実施しています。
　来年度もこのイベントを実施する予定ですが、企画からご協力いただける介護事業所、
ボランティアを随時募集しています。お問合せは城南区社協事務所までご連絡ください。

ラ ン とも

ケアタウン茶山、七隈の里、ウエストライフ南片江、
多機能型サービスめおといわ「つむぐ」、ケアプランセンターうさぎ
ありえすケアプランサービス、白熊園

協力いただいた事業所の声
　認知症当事者の方が施設に戻ってからも、ゴールイベントのことや久しぶりに地下鉄に
乗れたことなど、RUN伴の話題を他の利用者に話していました。記憶に残る良いイベント
になったようです。
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▲会食の前にみんなで体操

▲エンディングノートの説明に聴き入る参加者

楽しくおしゃべりしながらみんなで食事

城南区子どもの居場所交流・情報交換会を実施しました

みんなで終活について考えよう！

～堤地区ふれあい会食を実施しました！～

～終活出前講座を実施しました～

　令和６年１０月２日に、城南区内で子ども食堂や子どもの居場所を運営する団体を対象とした「城南
区子どもの食と居場所づくり支援事業 交流・情報交換会」を実施しました。
　「ふくおかこども食堂」代表の稲員氏に、地域とのつながりや運営面の工夫についての実践報告を
していただいたあと、活動の状況等を共有するために参加者同士で情報交換を行ないました。
　近年、城南区内の子どもの居場所は増加しており、当日
は支援団体や、スクールソーシャルワーカー等も含めて４１
名が参加し、活発な意見交換が行なわれ、参加者の子ども
への関心の高さがうかがえました。
　城南区社協事務所では、子どもの居場所に関する相談や
運営支援を行なっています。
　子どもの居場所立ち上げや、ボランティア活動に関心の
ある方は、城南区社協事務所までお問合せください。

　令和6年9月7日に、田島校区で終活出前講座「終活のすすめ」を
行ないました。講座は二部構成で、午前は田島公民館、午後は介護
施設のケアタウン茶山で実施し、自宅が公民館から遠い参加者も
ケアタウン茶山の講座に参加することができました。
　今回は、福岡市社協の終活サポートセンター職員より、エンディ
ングノートについての講話を行ないました。
　参加者からは「今回の講座を機に具体的な行動に移したい」
「やることが結構あると気づかされた」との声が聞かれ、有意義な
講座となりました。

　令和６年10月25日に、堤公民館と長尾台会館の２つの
会場で堤地区社協主催のふれあい会食を実施しました。 
２つの会場での同時開催のため、参加者は自宅から近い方
の会場を選択できます。
　当日は、城南区役所の保健師によるよかトレ体操、余興で
はボランティアによるサックスの演奏が行なわれました。
コロナ禍で数年間食事をしながらの会話はできなかったた
め、久しぶりの会食となりました。
　参加者からは「日頃体操をしないからいい運動だった」
「素敵なサックスの演奏がとてもよかった」との声も聞かれ、
参加者一同が楽しいひとときを過ごした会食となりました。
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